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2020自治労県職労春闘方針
過重労働の撲滅、災害時対策、人材育成の仕組みの確立を求める！
「同一労働同一賃金」の視点に立った会計年度任用職員制度に！障害者が共に働ける環境整備を！
１．過重労働撲滅の取組み
	〇知事特命事項を含めて、時間外勤務時間の多い所属について、その実態と原因について、労使協議の場で検証し、改善策を協議します。
〇時間外勤務の上限規制の状況を検証し、改善策を提起していきます。
〇県人事委員会に対して、労働基準監督署としての機能を発揮するよう、強く求めていきます。


（１）考え方
〇　2019年4月から時間外勤務の上限規制が導入されていますが、それにもかかわらず、2019年度の45時間超80時間未満の職員数は、7月以降、前年同月数を上回っています。
〇　80時間超の職員数は、2019年4月から12月までの間は154人で、前年同期間の約3倍です。
〇　当局の進める「働き方改革」の中で、「掛け声」で減らせる時間外は減ったように見えますが、一方で人員に対して業務量が過大な職場においては、一向に時間外が減らないなど二極化が進んでいます。
〇　また、当局資料でも明らかなように、「知事特命事項」に関する業務における過重労働は深刻です。
（２）具体的な取り組み
〇　労使協議の場において、「知事特命事項」に関する業務を含め、職場ごとのパソコンのログのデータとストレスチェックの結果の提供を求め、時間外勤務の実態や原因の分析を進めます。
　　○　月の時間外勤務が45時間を超えた職場については、四半期ごとに労使協議の場で実態と原因を検証し、再発防止策を検討します。
　　〇　職業能力開発校等、比較的組合員の多い36協定対象職場を中心に、36協定の締結に積極的に参画するよう、支部・協議会、分会と協議を進めます。
　　○　2016年に発生した過労自殺が昨年4月に公務災害に認定されたことを踏まえ、電通事件に対する労働基準監督署の対応と同様に、関係職場や80時間超の時間外勤務が発生した職場に査察に入るよう、人事委員会に対して強く求めます。
２．人員確保の取組み
	〇恒常的な超勤職場については、時間外勤務時間に応じた人員増を求めます。
〇各職場において、十分な人材育成ができるよう、人材育成を重要な業務として位置付け、実行可能となるような人員配置を求めます。
〇引き続き、児童相談所、保健福祉事務所、職業能力開発施設などの人員増を求めます。


（１）考え方
　　○　この間の闘いにより、2017年度以降職員定数は増加に転じ、2020年度は知事部局全体で99名の定数を増やしましたが、長時間・過重労働を解消するには程遠い程度の増員にすぎません。
　　〇　また、相変わらず「その他業務の見直し」による人員削減が今回も40名に上りました。業務の見直しで本当に業務量が減ったのか、具体的に検証していく必要があります。
○　定期人事異動によって欠員や人員不足が生じ、早期の補充要求が上がった職場については、年度途中の補充をめざし、人員確保闘争を強化します。
○　また、今後実施を予定しているアンケートを踏まえ、分会交渉、支部・協議会交渉、本部交渉を積み上げます。
（２）具体的な取り組み
　○　第1段：配置・欠員把握（4月当初）⇒春闘要求提出交渉での欠員補充等の要求⇒4月の配置状況の確認⇒春闘要求回答交渉での欠員補充・追加配置等の要求
〇　第2段：組合員アンケートで要求把握（6月上旬）
〇　2021年度配置に向けて：春闘交渉での採用要求（4月）⇒組合員アンケートで要求把握（6月上旬）⇒採用試験状況の確認（8月）⇒来年度要求職場討議（8月）⇒支部・協議会交渉（9月）⇒来年度要求確定（10月）⇒基本要求交渉（年内）
３．人材育成の確立を求める取組み
	〇　全ての職場で十分な人材育成ができるよう、人材育成を重要な業務として位置付け、実行可能となるような体制の整備を求めます。
〇　専門的な知識・経験を必要とする職務分野の事務職員を計画的に育成するよう人材育成施策の抜本的な見直しを求めます。


（１）考え方
　　○　長年にわたる人員削減の中で、ＯＪＴをはじめ人材育成が十分できない状態が続いてきました。
　　〇　個々の仕事についても、職員が必要な勉強をし、職場で議論して政策を積み上げていくのではなく、トップダウンで右から左に流していく状況になっています。
　　〇　こうした中で、知識・経験のあるベテラン職員ややる気のある職員が「使い潰されている」事態になっています。
　　〇　現状を放置していては、5年後、10年後、神奈川県は立ち行かなくなります。
（２）具体的な取り組み
〇　いわゆる「スーパーバイザー」制度を各職場に導入し、業務に精通した職員を配置し、人材育成を主な事務分担とするよう求めます。
　　〇　児童相談所や保健福祉事務所、県税事務所、相談業務や土地関係業務については特に、効果的な人材育成を行うことを求めます。
４．会計年度任用職員制度の取組み
	〇　「同一労働同一賃金」の視点に立って、会計年度任用職員制度の改善を引き続き追及していきます。
〇　特に、「定型的・補助的」業務とされている「行政補助員」の業務を検証させ、業務に見合った賃金水準の確保をめざします。
〇　また、常勤職員と大きな乖離のある休暇制度等の労働条件についても、臨時的任用職員を含め、均等・均衡待遇の実現をめざします。
〇　本庁を中心に、臨任・会計年度任用職員集会を開催し、新制度の説明、今後の課題の議論、組合への参加を呼びかけます。


（１）考え方
　　○　今年4月から会計年度任用職員制度が導入されます。自治労県職労は2年前から重点課題に位置付け、本庁を中心に臨任・非常勤職員集会を積み重ね、アンケート調査を実施し、改善すべき課題を明らかにしながら県労連での交渉・協議に反映させてきました。
○　総務省が「マニュアル」にも明記している改善すら明言しない当局に対して粘り強く交渉を積み重ねた結果、全国的にもトップクラスの賃金・労働条件水準を維持することはできましたが、休暇制度等残された課題はたくさんあります。
○　会計年度任用職員制度導入の本来の目的は、公務における「同一労働同一賃金」の実現です。
〇　そのためには、当事者の組合への参加は欠かせません。自治労県職労はこれまで以上に取り組みを強めますが、当事者の組合への加入を呼びかけます。
（２）具体的な取り組み
　　○　春闘交渉を皮切りに、県労連、自治労県職労として残された課題の改善に向けて交渉を進めます。
　　〇　本庁を中心に臨任・会計年度任用職員を対象とした集会を開き、情報提供するとともに意見を集約します。
　　〇　本庁を中心に、臨任・会計年度任用職員へ組合加入を呼びかけます。
５．障害者雇用制度改善の取組み
	〇　職場研修をはじめとして、知的・精神障害を含めて障害者が共に働くことが理解できるような啓発活動を求めます。
〇　自治労県職労としても、講演会の開催など、組合員・職員の意識啓発活動を進めます。


（１）考え方
　　○　神奈川県は全国的に見ても先進的に、1980年から障害者雇用を進め、すでに知的障害者、精神障害者にも門戸を開いています。
○　しかし現状は、雇用された知的障害者に専門的な知識や経験のあるジョブコーチの配置が不十分で、障害者本人や周囲の職員も苦労しています。
○　障害者雇用とは、「雇えばいい」ということではなく、働き続けられるよう相談・研修・支援など、本人へのきめ細かな体制を組むことや全職員が障害について正しく理解できるような研修等を行う必要があります。
（２）具体的な取り組み
　○　全職員を対象に、職場研修など障害に対する理解を進める研修の実施を求めます。
　　〇　知的障害者、精神障害者が配属される職場・庁舎や仕事で関係する部署の職員に対して、具体的な対応を学ぶ研修を求めます。
　　〇　組合再建30周年記念事業の一環として、障害に対する理解を深めることのできる講演会等を開催します。

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































